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論文審査の要旨 

 

肩腱板断裂の多くは上腕二頭筋長頭腱(long head of the biceps tendon:LHBT)の損傷を伴い、

またその病態は肩甲下筋腱（subscapularis SSC）の損傷と関連するとされている。LHBT

病変の診断において MRI の診断精度は高くなく、術前想定された所見と術中所見がしば

しば異なる一方で、肩超音波検査（shoulder ultrasonography:SUS）は、動的観察が可能で

形態の描出に優れているという特性から本病変への応用が期待されている。本研究の目

的は、術前 SUS の腱板断裂患者における LHBT の病変把握および SSC 断裂の予測への

有用性を検証することである。腱板断裂の治療のため肩関節鏡視下手術を受けた患者

331 名（365 肩）を対象とし SUS と MRI の診断精度について感度、特異度、および正診

率を検討した。SUS は感度 92％、特異度 90％、正診率 91％、MRI は 74%、84％、80％

であり SUS が有意に MRI に優越していた。また SSC 断裂の予測に関する多変量解析で

は SUS のみが有意な因子であった。以上の結果から申請者は SUS が腱板断裂患者の術

前において、LHBT 病変把握と SSC 断裂の予測に有用な診断手段であると結論づけた。

質疑応答では腱板修復後の脱臼病態の経緯、検査肢位の統一方法、検者のラーニングカ

ーブ、検者間誤差、術前予測の臨床的意義について問われ、術後 SUS は行なっておらず

長期経過が不明であることなど課題を残すものの、教育プログラムを受講した検者で研

究を行っており検者間誤差を認めなかったこと、術前予測が術式選択等に有用なことな

ど適切に回答された。 

この結果は，肩関節の機能再建の臨床において治療選択の一助になり，その発展につな

がる有意義な臨床研究であると評価され，博士(医学)の学位に値すると考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに運動器再建医学の進歩に寄与

するところが大きいと認める。 
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